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はじめ に

工 学部技術部ネットワ ー

クグル ー プは ､
工 学

部共通 業務として学部より依頼の あ っ た 学部新

規 w e b サ ー バ ー

､ 同ネ
ー ム & メ

ー ル サ ー バ ー

､

学部現 行ネ
ー ム & メ ー ル サ ー バ ー の 運用と管

理 ､ 学部ホ
ー ム ペ ー ジ( 以後H P) の 作成と運用 ､

事務p c と同ネットワ ー

ク の管理 などに加 え今後

も増加 すると思われるネットワ ー

クに関する種 々

の 学部共通 業務に対応す るため に平成1 1 年8

月 に設立され活動を続けて いるo

グル
ー プ の 活動内容と業務で得た技術情報

⊆
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ネットワ ー クグル
ー プ設 立 の きっ かけとな っ た

工学部新規w e b サ ー バ ー と同 N a m e & M ailサ

ー バ ー の整備計画は ､ 予算策定後 ､ 技術部に

依頼があっ た
｡

その 実現に際し必 要な機種 ､
O S の 選定など

具体的な方法は
一

任された の で ､ 先ずその 策

定から検討を行い詳 細は｢ 活動報告Ⅲ｣ で報告

されるように自作P (二
l

, 機とP C - U N I X の組 み 合

わせが 今回 の ケ ー ス では 最適と判断した
o

そこで 自作p C 機の 各パ ー

ツ とO S
､ ネットワ

ー

クサ ー ビス を実現するた め に必 要なソフトウ ェ

ア の 選 定を行い
､

パ ー ツとソフトウ ェ アが揃 い次

第組立作業を開始した
u

組立手順 の 詳細 は｢ 活動報告Ⅲ｣ で 報告され

るょうにサ ー バ ー

運用中の -
- ドゥ ェ ア障害､

故障時に グル
ー

プ メン バ ー の誰もが 対応 できる

事を目的とした ため に全て の 組 立作業 ･ 手順 の

流れをH P 上 で共有できるようにデジタ ル カメラ

で撮影し注意点などを記録しながら時間をか け

て 作業を進 めた u

同様に ソフ トウ ェ ア( O S ) の セ ットア ッ プも詳

は 公開と共有を目的 に W e b を利用して H P 上 に

掲載して い る｡

本報 告で は ､ ネットワ
ー

クグル ー プ の これ まで

の 活動 内容とH P の 内容紹介､
グル ー プ内で の

技術情報 の 開 発 ､ 共有 ､ 継承 の 考え方 ､ 運 営

方法､ 今後の 課題と計画を報告する｡

また
､ 部外との 情報交流に つ い て 平成1 1 年

度技術研究会( 分子科学研究所) で開催される

インタ ー ネット技 術討論会テ
ー

マ の ｢ 技術情報

ネットワ ー

ク｣ 計画に つ い ても概要を紹介する
｡

細は ｢ 活動報 告Ⅳ｣ で
､
また ､ サ ー バ ー 運用とセ

キ ュ リテ ィ
ー

対策に つ い ては ｢ 活動 報告Ⅴ｣ で報

告されるように
､
それぞれ の 手順を撮影し記録

を取りながら作業を進 めた o

サ ー バ ー 機の 組 み 立てとソフトウ ェ ア のイン ス

ト
ー ル ･ 設 定を完了した 両機は O S カ

ー ネルとソ

フトウ ェ テの バ ー ジョ ン ア ッ プを行 っ たうえで初

期不良出し の た め に
一

ケ月 程度の 連続運転テ

ストを行い 問題 がな い ことをチ ェ ッ クした
o

学部H P の 作成と運用 では ､
｢ 三 重大学にお

ける 工 学研究｣ と｢リカ レ ン ト教育｣ の H T M L 変

換をグル ー プ内で 分担して行 っ た ｡

現 行ネ ー ム & メ
ー ル サ ー バ ー

は ､ 複数の 教

官がボラン テ ィアで5 年前から管理 ､ 稼動させ て

きたもの で ､
シ ス テ ム ロ グが巨大なフ ァ イル となり

ハ
ー ドディ ス クの 空き容量が 少なく､

C M O S バ

ックア ッ プ用 電池が放電し
､
C D - R O M ドライ

ブが 故障するなど更 新時期を迎えて い る｡

当初は 学部サ ー バ ー 室が 年内 に改修 予定

でサ ー バ ー 移行もそれを待 っ て い たが年 内に

間 に合わな い こととな っ た o
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その 為に同機は ハ ー ドウ ェ ア
､
O S の 2 0 0 0 年

対応など不明なことがあるが ､ 2 0 0 0 年目付で

の メ
ー ル 配信テ ストを実施したうえで バ ッ クア ッ

プとして新規同サ ー バ ー

- の 移行準備も行な

皐ッ トワ
ー クグ ル

ー プホ
ー

ム ペ ー ジ

図1 にネットワ ー クグル
ー

プホ
ー ム ペ ー ジと主

な項 目を示す o
｢ プ ロ ジ ェ クト｣ は ､ 業務内容別

にプ ロ ジ ェ クト化しその 作業と体制を明確にす

る｡ 例として｢ 学部 w e b サ ー バ ー プ ロ ジ ェ クト｣ で

は
､
そ の 作業で得た情報を細分化して整理 し

､

｢ ア
ー

カイブ｣ 項 目とともに グル
ー プ内の 情報 共

有を計る
｡

｢ 研究会｣ は
､

ハ ー ドウ ェ ア
､
ソフトウ ェ ア

､ ネッ

技術部ネットワ
ー

クグ ル
ー プ

っ たうえ 2 0 0 0 年を迎えることとした｡

そ の他の 作業としてネットワ ー

クグル ー プ H P

の 充実化 ､ 学部メ
ー リングリストの設 定､ 技術発

表 会の 内容分担 ､ 資料作りの 作業を行 っ た ｡

トワ ー ク
､

シ ス テ ム 管理
､
ホ

ー ム ペ ー ジなどグル

ー プ共通 の テ
ー マ を定め て学習する｡

｢ o J T (() n t h e J o b Tr a i n i n g) ｣ は
､ 個人が

テ
ー マ

､ 目的､ 成果､ 期間などを申請し認めら

れれ ばテ ー マ に取り組み 成果を報告する｡

｢ 講習会｣ は ､
これまで技術部内で学科別 に

毎年 実施してきたもの をネットワ
ー

クグル ー プで

担当して実施するu

挺妻. イン フォメ
ー ション

B
'

i プロジ工クト

卑 学部 w e b S e r v e r
車 学部 H P 作成

･, J
'

,
,

学部 N a m e & M ail S e r v e r

与 学部 N a m e & M a i1 O 一d S e r v e r

争 ネットワ
ー クグ ル

ー プサ
ー バ

匪≡ 更新情報

匪-=

報告 ､ 発表

陛妻 研修 ､
o J T

匪享≡ 書籍 ､ 雑誌､ 資料

l リン ク集

匪… ミ
ー ティン グ

喜 ネットワ
ー

クグル
ー プH P 番 手務P C 匪蔓 メンJ ( -

F ア
ー カイブ l 講習会

匹窒 研究会

振≡ イン フ ォメ
ー シ ョン

技術部ネットワ
ー クグ ル

ー プで は ､
メン バ ー とグル

ー プ全休の コ ン

ピュ
ー

タ
ー

ネットワ
ー ク技術の 向上 を目的に活動を行 っ て い ます ｡

この ホ
ー

ム ペ ー ジは ､ グ ル
ー プ内の 情報共有を目的として運営

を行っ て い ます｡

際妻 ア ー カイブ

個人 ､ 研究会 ､ 各プロ ジェ クトが収集した技術情報 ､
ノウ ハ ウなど｡

婁 ハ ー ドウエ ア 沓 ソフトウェ ア 峯 メンテ ナン ス

-を ホ ー ム ペ ー ジ 尊 ネットワ
ー ク

阪 学部 w e b S e r v e r プロ ジ ェ クト

専 横種 ､
O S

､ ソフトウェ ア の 選定 に つ い て

阜 ハ ー ドウ ェア

･

構成

･

組み 立て､ 設定

漆 ソ フトウ ェ ア ( イン スト ー

ル ､ 設定､ 操作 ､
メモ)

≡三=
Bt O S

芸
i n e t d ､ T C P

ー
W r a p p e r

芸;
O S

票
U P S

･‥≡… A p a c h e
重

J くッ クアッ プツ
ー

ル B R U 2 0 0 0

童 ログ 蔓 アクセ ス 統計ツ
ー

ル

蔓
N T P

≡~;~~~T u r b o S e r v ic e

車 メン テナン ス

I-;=-:I::
ロ グ 芸 アクセス 解析

･･
二･･≡
U P S

聖 バ ックア ップ

挺喜 研究会 匪 講習会

ネッ トワ
ー

クグ ル
ー プの 活動に 関係する技術

的課題 に つ い て テ ー マ を定 めて 学習(講習会

を実施) する｡

図1 ネットワ
ー

クグル ー プホ ー ム ペ ー ジと主な項 目 の 内容
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ネットワ
ー

クグル
ー

プ内 の 技術情報 の 流れ は ､

具体的な業務を｢ プ ロ ジ ェ クト｣ で実施し､
｢ 技術

情報の 開 発｣ は研 究会とO J T で
､

｢ 技術情報の

共有｣ はア
ー

カイブで
､

｢ 技術情報の継承｣ は 講

技術情報の 開発 , 共有 ､ 継承

ト 研究会

> O J T

習会､ 研修 ､ 発表会､ 報告で実施するo ネッ トワ

⊥
クグル ー プ内 の技術情報に つ い て のイメ

ー ジ

を図2 に示す｡

部外 へ の 情報発 信､

他技術部との 情報交流

プロ ジェ クト

ト 学部 V V e b S e r v e r

ト 学部 N a m e & M aiJ S e r v e r

> 学部 N a m e & M ai1 O ld S e r v e r

> ネットワ
ー

クグル
ー プサ

ー バ ー

> 学部ホ
ー ム ペ -

ジ

> ネットワ -

クグル ー プホ
ー ム ペ ー ジ

ト 事務 P C
､ ネットワ

ー

ク

ト 運用 マ ニ ュ ア ル 作 成

ト セ キュ リティ
ー

ト 講習会

卜 研修

卜 発表会

> * %

ア ー カイブ

ト ハ ー ドウ ェ ア

ト ソフトウ ェ ア

> メンテナン ス

ト ホ
ー ム ペ ー ジ

ト ネ ットワ
ー

ク

技術部

ネットワ - クグノ

図2 ネットワ
ー

クグル
ー プ 内 の 技術情報 に つ い て

今 後 の 作 業 予 定と課 題

1 . 学部サ ー バ ー 室 が完成次第 ､ 学部新規 w

e b サ ー

バ
ー

､ 同 M ilil & N a m e サ ー バ ー を

設置し現サ ー バ ー か らの 移 行作業を行う
｡

2 . 運用 管理 マ ニ ュ ア ル ( サ ー バ ー 構 築､ 定常

運用 ､ 随時運 用 ､ 障害対応) を作成する｡

3 . 両サ ー バ ー の 運用体制を確 立するu

｢ 技 術 情 報 ネ ッ トワ
ー ク｣ の 概 要

｢ 技術情報 ネットワ ー ク｣ 計画 の 概要を表 1

に示す
o
同計画 の 具体的な内容は ､ 次 の H P

h 叫) :〟1 3 御 し

t u p . ht 由主 を参照された い
｡

同計画は
､
大学 ､

研究所 の技術系職員に
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4
.

セ キ ュリテ ィ
ー 対策の 充実を計る｡

5 . ネットワ ー

クグル ー プ H P の 充実を計る｡

6 . メン バ ー

個人が q J T に取り組 めるようにグ

ル ー

プ 全体の 支援体制を作るo

7 . 技 術部内 の 講 習会をネットワ ー クグル ー

プ で分担し開催する｡

よるネットワ
ー

クを利用した技術情報の 交流

を目的とする｡ そ の 実現方法として ､ まず本

案の 主旨に 賛同してもら っ たメン バ ー

で運 営

委員会を組織し
､
H P 上で概要､

お知らせ ､

既設 ･ 新設サイト - の案内
､ 各サイト - の リン



ク集､
F A Q ､ 質問箱､

N N T P
､

M L などのサ

ー

ビス を実施するo サイトの
一

例として ､
A 大

の K さんとB 大 の T さんが電子回路に つ い て

の サイトをA 大技術部の サ ー バ ー

に開設し
､

メン バ ー として の参 加
､
運営協力を行 います o

サイトの 内容はメン バ ー

参加 者の自由ですが
､

例としては 回路情報集 ､ 電子部品集などが

考えられます｡ 運営委員会で は ､
こ の 電子

回路サイトの 紹介とリン クをホ ー ム ペ ー ジで公

開します ｡ 各技術部とメン バ ー

からは
､ 運営

委員会の H P にリン クを張り情報を入手し
､ 非

メン バ ー

の C 大 N さんも､
こ の サイトの 情報を

得ることで情報入 手 ､ 提供が 可能となります ｡

本計画は ､ 平成1 0 年度技術研究会､ イン

タ - ネット技術討論会( 高 エ ネル ギ ー 加速器

研 究機構) で討論され
､ 計画を進める方向

で合意されました ｡ そ の 後､
全国の 技術系職

員 M L
､j - t e c h M L で検討され ､ 平成1 1 年

度 ､ 第 1 6 回分子科学研究所技術研究会､ イ

ン タ ー ネット技術討論会でも議題として取り上

げられ討論 が行われます ｡

こ の 案は
､
まだ多くの問題点

､ 課題を抱え

て います｡ その 解決には
､ 多くの 皆さん に検

討して い ただく事が必 要で
､ 特 に

､ 計算機と

ネットワ ー クに携わ っ て い る方の 協力は 不可

欠です ｡ 皆さん からの ご意見 ､
ご提案､ 情報

提供をお 待ちして い ます o

表1 ｢ 技術情報ネットワ
ー

ク｣ 計画の 概要

どういうも の か ? 大学
､
研究所 の 技術系職員に よる情報ネットワ

ー ク

何をする の か
`

?
ネットワ ー ク上 に提 供される技術情報 の 集約 を計り共有､ 蓄積 ､ デ

ー

タ
- ベ ー ス 化

を行う.
二. 既設 の サイトに も参加 を呼びかけ

､ 新規開設サイトと相互 にリン クする.
⊃

具体的に は

｡ メン バ ー ( ボラン テ ィア) に よる技術分野別情報サイトの 開設 ､ 運用 o

｡ 多くの 技術系職員に P R し､ 情報 提供 ､ 参加を募集する.⊃

｡ 各サイトの 運用形式は自由 例 (技術情報集､
便利メモ

､
F A Q 集 ､

掲示板､ 質問

箱 ､
リン ク集､

メ ー リン グリスト
､
ネットニ ュ

ー ス
､ 講座

､
et c )

全体 の 運営は ?
ボラン テ ィアメン バ ー に よる運営委員会を組織し

､
全体 の 運 営を行う.

⊃

例 ( H P によるP R
､
リン ク集 ､

メン バ ー 募集､ 掲示板 ､
F A Q ､

M L)

サ ー バ ー 機器 は ?
各情報サイトの メン バ ー

が利用 出来るサ ー バ ー

例 ( 所属 の 技術部サ
ー バ ー

に間借り)

メリットは ?

｡ 技術情報交流 の 効率化 ､ 分野 の 特定と集中化 ､
重複防止などが計れる{

〕

｡ 今後 ､ 継続できれば参加者と情報量 の 広がりが期待できる.
〕

｡ 大学 ､
研究所に 特有 の 機器 ､ 装置や施設 の 情報交流が可能に ?

｡ s ⅠN E T 内 の 比較的速 い 回線 で情報が入 手可能.
⊃

デメリット
､
負担

､
｡ す べ て に オ ー プン となる

懸念材料 ｡ 運営面( 人
､
理解 ､ 合意形 成

､ 継続性
､
技術)

､
サ ー バ ー

機器 の 確保

既設 の サイト

｡ 技術便利 ⅠN D E X - . 高 エ ネ研 技術部H P で 開設 ､ 分野別 の 便利帳

｡ 技術情報交流 ホ ー ム ペ ー ジ - . 東京大学生産 技術研

設備 . 機器 . 技術
一

覧 ､
技術相談室

､
リン ク集

｡ 天文技術情報 ネットワ ー ク( 匠ネット) - .

国 立天文台

天文学 の 技術情報 N N T P
､
メ ー リン グリスト

参考サイト ネットワ ー ク上 で 技術情報 の 公開を実施して い る各県 の 工 業技術研究所
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